
消火薬剤の開発に関する研究

(反応型消火薬剤その 4)

は，すでに消防科学研奴務報]之江， 15号において

~3報室で，その総過を報告したところであるが，引

き続き，燃焼抑制効果と駆動ポンプ利用の附着性効果

の確認を実施したので報告する。

燃焼抑制効果

現存する消火器用薬剤の水系統である，強化液，泡

と，開発品であるトワポワリン酸ナトリウム，塩化カ

ルシウム系10%水溶液反応物の燃燃抑制効果を比較

て見た。

実験

使用薬剤水? 強化液，開発ぷ

厚さ 3mm， 5皿，幅90cm，長さ1.8mのラワン合板

を2枚垂直に立て，一方には開発品，他方には現存消

火背IJを4eの割合で散布し，放射終了後3分経過し
て，下部より，井げた状に組み上げた杉材に点火，薬

剤散布の合板へ議炎させ，その燃焼状態を観察した。

実験の経過は写真上

写真一1 校側は開発品
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写真一3 右側は総，

附着状況

水・…... 一瞬時に流下

強化液........瞬時に流下

泡 .......3 mの距離からの放射では30~40回程

度の泡層にでき3まれていたが点火時の

3分後では輸約出会設が淡下し，泡の保

持時聞が短かし

-一流下は全く絞められず含約10皿程度の

厚さで実験終γ略家勺総裁していた。
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